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 第６号  
平成 23 年 11 月 1 日発行 

９月７日、姶良市蒲生公民館において「ふれあいいきいきサロンボランティア交流会」を

開催しました。今回の交流会には、姶良市内各地でサロンボランティアとして活動されてい

る４８グループ、１２８名の方が参加されました。 

当日は、鹿児島県サロン支援者研修会に参加された福留和子さんによる研修報告、姶良市

消防本部の指導による、サロン活動中の事故発生時の対処法及び AED の使用法の講習が行

われ、参加者は熱心に耳を傾けていらっしゃいました。交流会後半には、グループに分かれ

てお互いのサロン活動の現況や課題、工夫している点などについて意見を交換し交流を深め

られました。 
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ふれあいいきいきサロンは、地域住民と

ボランティアを中心に、お互いに協力して、

「気軽に」「無理なく」「楽しく」仲間作り

を行う活動です。家に閉じこもりがちで、

地域との交流が少なくなった方々の寂しさ

の解消や介護予防の手助けにもなっていま

す。 

現在 78 のサロンが活動しており、茶話会

や健康体操、レクリエーションなど各サロ

ンで計画したさまざまな活動が行われてい

ます。 

当社協では、サロンをより楽しんでもら

うために、室内で遊べる遊具やＤＶＤの貸

し出しを行っています。またサロンの活性

化を図るため、サロンサポーター養成講座

や交流会も行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蒲生町中央Ｂ地区のサロンおじゃんせは、

毎月第 3 火曜日の 13 時 30 分から 15 時 30

分まで、中央Ｂいきいき交流センターで活動

し、参加者は 30 名前後です。 

活動内容は、茶話会やレクリエーションを

中心に行っており、笑顔があふれ笑い声が絶

えない地域交流の場になっています。また、

年 4 回（お正月、お花見、敬老会、忘年会）

は、ボランティア手作りのご馳走が振舞われ

ます。 

女性が多いサロンですが、男性のご利用も

お待ちしております。 

  

加治木町みろく地区のサロンは、第 1・3

木曜日の月 2 回、9 時 30 分から 11 時 30 分

まで、みろく公民館で活動し、参加者は 12

名です。 

活動内容は、曲に合わせて体操をしたり、

ゲームをしたりと、みなさん笑い合いながら

いきいきとした時間を過ごしています。また、

お花見などの季節の行事も行っています。 

仲間作りの場として、ぜひ参加してみませ

んか。 

姶良市池島地区のサロンは、毎月第 4 木

曜日の 10 時から 13 時まで、池島公民館で

活動し、38 名の方が参加しています。 

活動内容は、健康増進のためのストレッ

チやヨガ体操、演芸ボランティアによる歌

や踊りの披露があり、いつも楽しく元気に

過ごしています。 

手作りの食事を囲んだり、年に数回はみ

んなで計画した日帰り旅行に行くこともあ

ります。 

参加料の 100 円を持って、お気軽に足を

運んでみてください。 

 

◆◇◆ ふれあいいきいきサロン問合せ先 ◆◇◆ 

姶良市社会福祉協議会 本所(姶良)…TEL65-7757／加治木支所…TEL62-2041／蒲生支所…TEL52-1400 
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学校における福祉教育に役立てもらうことを目的として、教職員を対象にボランティ

ア体験講座を開催しました。姶良市等の学校から９名の先生方にご参加いただき、災害

時の非常炊出し訓練や高齢者・障がい者・妊婦の疑似体験、災害をテーマにしたグルー

プワークなどを行いました。参加された先生からは、「初めての経験だった。」「さっそく

学校で取り入れたい。」「次はほかの先生も誘いたい。」などの感想をいただきました。 

姶良市に在住する児童・生徒のみなさんが、夏休み期間を利用して市内各地で開催

されている「ふれあいいきいきサロン」や「子育てサロン」を訪問し、ボランティア

体験を行いました。６日間で延べ１６名の参加があり、高齢者をはじめ、育児中のお

母さんやちびっこ達との交流を深めました。みなさん緊張した様子でしたが、お茶運

びのお手伝いなど元気いっぱいに活動してくださいました。「新生町ひまわり」サロン

では、高校生のバイオリン演奏があり優雅な音色にみなさん聞き入っていました。 

点字は、視覚障がい者がさまざまな情報を取得するための重要な手段の一つです。 

点字のしくみや技術を学び、障がい者への理解とボランティア活動に役立ててもらおう

と全５回の点字体験講座を開催しました。講師に加治木視覚障害者協会会長の月野木博

先生をお迎えし、３名の受講生が点字を基礎から熱心に学ばれました。 

『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
月
間
』
に
体
験
講
座
を
開
催
し
ま
し
た 
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小・中・高等学校やボランティア団体を対象に高齢者疑

似体験セット、妊婦体験セットを貸し出しいたします。 

【疑似体験の効果】 

・相手の気持ちを汲み取る 

・介助者の役割を理解する 

・バリアフリーの重要性を考える 

高齢者や障がい者、妊婦さんに接する時に，「どのよう

に手を差し伸べればよいか」を言葉だけでなく体で学ぶこ 

貸出し物品名 個数(台数) 

高齢者疑似体験セット（片まひＳ） 4 体 

高齢者疑似体験セット（片まひＭ） 4 体 

高齢者疑似体験セット（片まひＬ) 3 体 

高齢者疑似体験セットもみじ箱(Ｓ) 1 体 

妊婦体験セット 3 体 

妊婦体験セット 5 体 

アイマスク 115 個 

白  杖 20 本 

車 椅 子（子供用） 1 台 

車 椅 子（フリー） 7 台 

 

 

 

あいら子育てサポートセンターに登録し、育児の応援をしてくれる方を対象に講座を

開催しました。今回の講座では、子どもの発育・発達、起こりやすい事故、看病・手当

ての仕方などを学ばれ、新しく5人の保育サポーターが仲間入りしました。 

 

①相手を尊重する 

 相手を尊重し、いつでも尊敬の念を持って接すること

が大切です。相手の習慣やリズムをできるだけ認める姿

勢で接しましょう。 
 

②相手のペースに合わせる 

 食事や着替え、歩行など、ゆっくりした

ペースにイライラしてしまったり、「早く

してよ」とせきたてたり、すぐ手を貸した

りするのは、自尊心を傷つけるだけでな

く、意欲を失わせます。どんなにゆったり

としたペースでも、できることは自分でし

てもらうことが、何よりも大切なことで

す。 

③時にはスキンシップも必要 
 孤独感を感じている方もいますので、歩くときに腰に

手を添えたり、寝る前に肩をポンポンと軽くたたくな

ど、ちょっとしたスキンシップで心がなごみます。 
 

④自尊心を傷つける言葉はさける 

 食べ物をこぼしたり、物忘れをしたり、気になること

や目に付くことが少なからずあります。でも、「だめじ

ゃない」「きたないなぁ」など、自尊心を傷つけるよう

な言葉は使わないようにしましょう。叱りつけたり、子

どもに対するような口調も禁物です。 
 

⑤聞き上手になる 
 できるだけ相手の目の高さで、ゆっくり、はっきりを

心がけましょう。同じ言葉を繰り返すことがあっても、

さえぎらずにあいづちを打ちながら受け止めると相手

の気持ちも自然になごんでいきます。 

とができます。 

授業や勉強会に

ご活用ください。 

（写真左） 

高齢者疑似体験 

（写真右） 

妊婦体験 
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勝
手
な
が
ら
敬
称
を
略
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

会 

員 

名 

○
伍
千
円 

新
屋
幸
一 

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
会
費
は
、
姶
良

市
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

皆
さ
ま
の
善
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 

日
頃
か
ら
当
協
議
会
の
事
業
・
運
営
に
は
、
格
別
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

特
別
会
員
と
は
、
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
個
人
、
団
体
、
施

設
及
び
事
業
所
等
で
一
定
額
の
会
費
を
納
入
し
て
い
た
だ
い
た

方
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 （

七
月
一
日
～
九
月
三
十
日
） 

春
山
信
一 

木
上
健
二 

甲
斐
滋
彦 

冨
田
素
男 

奥
村 

司 

桃
木
野
幸
一 

黒
江
典
昭 

黒
木
俊
己 

酒
匂
卓
郎 

西 

慎
一
郎 

原
田
康
吉 

湯
川
忠
治 

小
倉
寛
恒 

崎
山
キ
ミ
エ 

池
田
健
志 

井
上
博
之 

肥
後
利
治 

西 

寛
明 

堀
内
清
實 

石
原
格
司 

 

○
壱
千
円 

富
山
末
廣 

松
林
洋
一 

川
原
秀
行 

田
口
幸
一 

兼
田
勝
久 

本
村
良
治 

笹
井
義
一 

湯
元
秀
誠 

安
田 

久 

湯
之
原
一
郎 

有
馬
研
一 

森 

弘
道 

和
田
里
志 

竹
下
日
出
志 

出
水
昭
彦 

里
山
和
子 

河
東
律
子 

堂
森
忠
夫 

東
馬
場 

弘 

上
村 

親 

玉
利
道
満 

 

○
参
千
円 

神
野 

進 

石
塚
静
枝 

堀 

一
矢 

徳
永
聰
子 

湯
田
益
也 

福
永
祐
治 

 

神
村
次
郎 

谷
口
義
文 

隈
元
康
哉 

新
福
愛
子 

湯
川
逸
郎 

堀 
廣
子 

萩
原
哲
郎 

横
山 

弘 

川
原
林 

晃 

森
川
和
美 

法
元
隆
男 

窪
田
広
志 

牧
之
内
昌
二 

原
口
正
則 

脇
田
満
穂 

犬
童 

久 

恒
見
良
一 

久
保
博
文 

有
村
正
美 

長
江
一
郎 

今
村 

勇 

岩
元
史
郎 

  

榎
田
敏
行 

米
重
睦
雄 

福
嵜
雄
樹 

小
野 

実 

田
代
眞
一
郎 

前
田
信
秋 

仮
屋
隆
夫 

小
田
原 

優 

岩
穴
口
弘
行 

上
山
正
人 

冨
永
博
彰 

椨
木
正
男 

海
老
原
経
記 

大
迫 

久 

武
田
俊
郎 

福
村
久
男 

池
田
満
穂 

和
田
人
司 

増
田 

明 

平
田 

満 

田
之
上
六
男 

宮
原
久
子 

春
山
愛
子 

竹
下 

宏 

川
原
卓
郎 

諏
訪
脇 

裕 

中
原 

巧 

村
田
春
子 

諏
訪
脇 

亨 

  

山
中
征
男 

早
川
登
美
恵 

松
信
夫 

福
永
順
子 

大
重 

学 

岩
塚
重
幸 

宮
路
博
文 

松
田
眞
紀 

岩
爪 

隆 

濵
田
浩
一 

松
島
義
秋 

花
田
清
高 

眞
ヶ
田 

学 

堀
之
内 

勝 

亀
沢
尚
眞 

増
田 

睦 

笹
山
義
弘 

山
内
順
子 

山
口 

智 
西
元
和
子 

佐
古
妙
子 

小
田
美
代
子 

坂
元
忠
光 

坂
元
益
子 

福
貴
迫
ミ
ツ
子 

新
名
ス
ミ
子 

榎
園
洋
子 

高
原
和
代 

岸
薗
洋
子 

○
弐
千
円 

藏
町
芳
郎 

中
園
一
男 

小
川
博
文 

谷
山
昭
平 

今
村
一
正 

花
田
實
徳 

大
園
親
正 

有
江
喜
久
雄 

和
田
正
弘 

屋
所
克
郎 

栗
下
光
代 

溝 

良
嗣 

田
中
和
子 

谷
口
ち
え
子 

瀬
戸
サ
エ
子 

畠
中
ク
ニ
子 

山
元
久
美
子 

中
西
昭
子 

西
脇
厚
子 

冨
田
雅
昭 

光 

み
ど
り 

重
森
勝
美 

瀬
戸
口 

健 

中
尾 

洪 

池
田
淳
子 

福
島
保
子 

安
田
一
臣 

黒
葛
原
國
光 

垂
水
武
彦 

福
谷
礼
子 

岩
坪
正
視 

大
淵
泰
代 

折
田
武
子 

小
島
俊
英 

神
田
澄
子 

東 

ハ
ツ
ミ 

長
渡
康
子 

伊
地
知
豊
子 

宮
路
教
子 

谷
口
裕
子 

河
野
千
惠
子 

牧
之
瀬 

徹 

古
川
カ
ツ
子 

種
子
田
虎
雄 

鎌
田
紀
幸 

本
町
俊
彦 

池
田
壽
生 

渡
邉 

勲 

信
國
住
子 

石
松
成
子 

長
野
マ
サ
子 

寺
師
泰
子 

立
野
紀
代
美 

髙
山
哲
二 

堂
薗
敬
子 

多
寳 

勝 

川
上
レ
イ
子 

四
元
き
ぬ
江 

黒
木
和
子 

黒
田
静
子 

永
岡
政
信 

早
瀬
ア
キ
子 

有
村
悦
子 

上
ノ
園
照
美 

大
中
原
繁
行 

藤
﨑
タ
ミ
子 

大
塚
い
づ
み 

鮫
島
郁
俊 

 

尾
畑
嘉
悟 

井
上
富
子 

田
畑
盛
義 

日
髙
喜
昭 

髙
味
英
毅 

松
﨑 

昭 

宮
島
英
昭 

外
山
順
子 

中
名
主 

將 

谷
口
洋
子 

万
福
勝
則 

古
谷
香
織 

有
馬
惠
子 

今
村
む
つ
み 

吉
永
良
人 

日
高 

朗 

岩
元 

豊 

鮫
島
準
一 

山
路
正
樹 

柊
野
信
也 

甲
斐
一
寛 

有
村
穆
尚 

有
村
ヤ
ス
子 

室
屋
和
孝 

  

松
元
滋
美 

藤
崎
正
人 

瀬
之
口
明
洋 

窪
田 

昇 

篠
原
正
人 

藤
谷
亜
太
可 

東
村
英
子 

山
口
保
男 

竹
枝
ア
キ
子 

 【
特
別
会
員
加
盟
店
】 

①
薩
摩
の
里
（
市
比
野
温
泉
） 

②
野
鶴
亭
（
霧
島
市
隼
人
町
日
当
山
） 

③
湖
畔
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
い
む
た 

（
薩
摩
川
内
市
祁
答
院
町
） 

④
霧
島
ハ
イ
ツ
（
霧
島
市
温
泉
郷
） 

【
特
典
内
容
】 

・
①
～
③
の
宿
泊
料
（
１
泊
２
食
）、 

休
憩
料
10
％
割
引 

・
③
は
ブ
ラ
イ
ダ
ル
も
５
％
割
引 

・
④
宿
泊
の
室
料
10
％
割
引 

安
藤
政
司 

武
井
敏
也 

外
山
浩
己 

二
見
和
彦 
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ど
ん
な
方
が
対
象
で
す
か
？ 

 

高
齢
者
や
障
が
い
者
で
自
ら
の
判
断
能
力
に
不

安
の
あ
る
方
で
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
き
、

日
常
生
活
の
金
銭
の
支
払
い
等
に
お
困
り
の
方
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
。 

ど
の
よ
う
な
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
か
？ 

◎
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
き
を
お
手
伝
い
し

ま
す
。 

 

○
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す

る
情
報
の
提
供
、
相
談
、
申
し
込
み
、
解
約
の

手
続
き 

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
金
の
支
払
い
代
行 

○
苦
情
解
決
の
手
続
き
な
ど 

 

◎
日
常
生
活
の
お
金
の
出
し
入
れ
を
お
手
伝
い
し

ま
す
。 

 

 

○
年
金
、
福
祉
手
当
等
の
受
領
に
必
要
な
手
続
き 

○
医
療
費
、
公
共
料
金
、
税
金
等
の
お
支
払
い 

○
日
用
品
購
入
代
金
の
お
支
払
い 

○
預
貯
金
の
出
し
入
れ
、
ま
た
預
貯
金
の
解
約
の

手
続
き
な
ど 

 

◎
印
鑑
や
証
書
な
ど
を
安
全
な
場
所
で
お
預
か
り

し
ま
す
。 

 

 

保
管
で
き
る
証
書
類
（
例
） 

 
 

▽
年
金
証
書 

▽
預
貯
金
通
帳 

▽
保
険
証
書
・
不
動
産
権
利
証
書
・
契
約
書
等 

 
 

▽
実
印
・
銀
行
印 

な
ど 

費
用
が
か
か
り
ま
す
か
？ 

相
談
は
無
料
で
す
。 

利
用
支
援
員
の
お
手
伝
い
は
有
料
で
、
一
回
の
訪

問
・
支
援
に
つ
き
、
千
二
百
円
で
す
。 

 

ど
う
す
れ
ば
利
用
で
き
ま
す
か
？ 

 
①
相
談
受
付 

ご
本
人
、
ま
た
は
ご
家
族
な
ど

を
通
じ
て
当
社
会
福
祉
協
議
会

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

②
訪
問
相
談 

専
門
員
が
お
伺
い
し
相
談
に
応

じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。 

 

③
支
援
計
画
の
作
成
・
契
約 

 
 

 
 

 
 

 

お
困
り
ご
と
を
一
緒
に
考
え
、
支

援
計
画
を
つ
く
り
利
用
契
約
を

結
び
ま
す
。 

 

④
支
援
開
始 

利
用
支
援
員
が
支
援
計
画
に
そ

っ
て
お
手
伝
い
し
ま
す
。 

～
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
～ 

 
    場所 
月 姶 良 加治木 蒲生 

11 月  28日(月) 11日(金) 25 日(金) 17 日(木) 

12 月 16日(金) 22日(木) 9 日(金) 2 日(金) 15 日(木) 

1 月 20日(金) 31日(火) 13日(金) 27 日(金) 19 日(木) 

 

 
    場所 
月 姶 良 加治木 蒲生 

11 月 15 日(火)  1 日(火) 22 日(火) 8 日(火) 29 日(火) 

12 月 6 日(火) 27 日(火) 13 日(火)  20 日(火)  

1 月 24 日(火)  10 日(火) 31 日(火) 17 日(火)  

 

対象者  未就学児とその保護者  

時 間  午前 10 時～正午 

参加費  無 料 

場 所 

姶 良：姶良保健センター 

加治木：加治木ふれあいセンター 

蒲 生：蒲生高齢者福祉センター 

時   間  午前 9時～正午 

利用料  無 料 

場 所  

姶 良：姶良市社会福祉会館 

加治木：加治木福祉センター 

蒲 生：蒲生高齢者福祉センター 
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皆
様
の
善
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

白
川
フ
ミ
子 

山
之
内
ミ
ヨ
子 

大
漉
陽
一 

野
村
民
子 

溝
口
幸
子 

水
口
美
智
子 

小
山 

翠 

八
元
さ
つ
き 

崎
山
六
男 

猪
八
重
博
子 

古
市
香
奈 

米
澤
敏
行 

池
田
美
奈
子 

前
田 

勝 

福
里
ス
ミ
子 

池
平
忠
志 

川
原
四
夫 

坂
ノ
上
道
子 

山
田 

誠 

丸
岡
昭
宜 

村
岡
ミ
キ
子 

中
山
郁
生 

荒
谷
俊
雄 

水
流
幸
廣 

内 

タ
ネ
子 

山
口
レ
イ
子 

藤
﨑
ス
ミ
子 

村
田
節
子 

永
富
春
雄 

今
里 

進 

村
山
タ
エ
子 

前
田
教
子 

海
江
田
美
智
子 

 

白
川
深
光 

山
之
内 

實 

大
漉
フ
ク
エ 

野
村
民
雄 

溝
口
健
一 

水
口
春
義 

小
山
純
一 

八
元
正
憲 

崎
山
シ
ノ 

猪
八
重 

忍 

古
市
敏
行 

米
澤
ヨ
ネ
子 

池
田
貞
康 

前
田
ユ
ワ 

福
里 

正 

池
平
サ
リ 

川
原
ミ
サ
エ 

坂
ノ
上
重
則 

山
田 

幸 

丸
岡
利
ヱ 

村
岡
幸
男 

中
山
美
佐
子 

荒
谷
ヨ
シ
子 

水
流 

勲 

内 

春
佳 

山
口 

敏 

藤
﨑
秀
雄 

村
田
實
俊 

永
富
フ
ク
ミ 

今
里
行
雄 

村
山 

薫 

前
田
年
康 

海
江
田
勝
博 

 

池
島
町 

石
ヶ
迫 

俵
原
団
地 

原
方 

高
樋 

中
津
野 

年
平 

東 

 
 

－ 

池
島
町 

姶
良
駅
南 

東 星
ヶ
山 

永
原 

口
山
花 

池
平 

三
船
団
地 

春
花 

宇
都 

十
日
町 

東
原
東 

俵
原
団
地
東 

あ
さ
ひ
団
地 

原
方 

錦
原
東 

竪
野 

上
ノ
上 

松
原
上 

豊
留 

西
之
妻 

年
平 

納
屋
町 

竪
野 

 

弐
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

 

－ 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

壱
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

壱
万
円 

壱
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

伍
万
円 

 

－ 

参
万
円 

伍
万
円 

 

加
治
木
支
所 

 

日
髙
エ
ミ 

大
迫
マ
リ
子 

吉
村
れ
い
子 

綿
打
清
美 

木
佐
貫
マ
チ
子 

新 

寿 
松
尾
美
良 

黒
田
文
人 

中
野
代
嗣 

内
村
三
郎 

溝
口
エ
イ
子 

堂
森
タ
イ
子 

佐
藤 

勉 

橋
口
桂
子 

竹
下 

勇 

室
田
絹
代 

片
ノ
坂
ナ
ミ
子 

狹
山
フ
サ
エ 

猪
俣
レ
イ
子 

常
盤
文
子 

金
井
千
枝
子 

三
坂
昭
夫 

江
口 

昇 

村
キ
ミ
子 

緒
方
千
鶴
子 

 

 

日
髙
友
仁 

大
迫
幸
生 

篠
崎
秀
夫 

綿
打
ス
ギ
子 

木
佐
貫
政
義 

新 

チ
ヱ 

松
尾
サ
チ
子 

黒
田
米
子 

中
野
ハ
ル 

内
村
ツ
ヤ
子 

溝
口
照
司 

堂
森
信
男 

佐
藤
好
江 

橋
口 
學 

竹
下
ス
ミ
子 

楠
本
チ
ヱ 

片
ノ
坂 

登 

狹
山
春
夫 

猪
俣
吉
夫 

常
盤 

榮 

金
井 

勇 

三
坂
ワ
イ 

江
口
義
春 

村
清
視 

緒
方
正
治 

 

 

須
崎 

天
神 

田
中 

里
ノ
上 

下
浜 

菖
蒲
谷 

内
原
田 

岩
原
東 

辺
川 

市
来
原 

川
内 

札
立 

江
湖 

萩
原 

毘
沙
門 

楠
園 

隈
原
下 

東
吉
原 

高
井
田 

新
町 

豊
町 

江
口
団
地 

弥
勒 

里
ノ
下 

於
里 

 

香
典
返
し
寄
付
（七
月
一
日
～
九
月
三
十
日
） 

弐
万
円 

壱
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

壱
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

－ － 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

壱
万
円 

弐
万
円 

 

－ 

参
万
円 

 
蒲
生
支
所 

 

相
良
文
恵 

野
村
ヒ
サ
子 

藺
牟
田
一
美 

原
田
朗
人 

油
田 

充 

鮫
島
レ
イ
子 

飯
牟
禮
洋
成 

満
永
和
雄 

大
丸
フ
ミ
エ 

奥 

利
通 

大
迫
祥
一 

 

相
良
一
三 

野
村
サ
カ
エ 

藺
牟
田
イ
子 

原
田
ス
ミ 

油
田
マ
ツ
エ 

鮫
島
イ
ト 

飯
牟
禮
ア
キ
子 

日
高
ス
エ
ノ 

－ 

奥 

チ
エ
子 

大
迫
二
矢 

 

小
川
内
下 

川
東
中 

川
東
中 

霧
島
上 

川
東
下 

辻
下 

本
長
谷 

高
山
団
地 

－ 

迫
上 

米
丸
中
村 

弐
万
円 

参
万
円 

 

－ 

壱
万
円 

参
万
円 

 

－ 

参
万
円 

 

－ 

 

－ 

参
万
円 

参
万
円 

勝
手
な
が
ら
敬
称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
非
掲
載
希
望
の

欄
に
は
（－
）を
表
示
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

寄
付
者 

 
 

 
 

  

故
人 

 
 

 
 

 

自
治
会 

 
  

金
額 

姶
良
本
所 

重
田
ミ
チ
子 

河
俣
澄
子 

大
山
謙
二 

瀬
戸
博
規 

石
橋
瑞
子 

堀
口
透
逸 

渕
ノ
上
治
子 

徳
田
ふ
み
子 

宮
ノ
原
政
輝 

深
見
佳
恵
子 

小
川
礼
子 

村
田 

等 

重
田
正
光 

河
俣
祐
次 

大
山
チ
エ
子 

瀬
戸
妙
子 

石
橋
廣
昭 

堀
口
一
江 

渕
ノ
上 

榮 

西
郷
フ
エ 

宮
ノ
原
ア
ツ
子 

深
見
方
彦 

徳
田
キ
ミ
子 

村
田
一
良 

東 東
原
東 

西
姶
良
南 

鶴
田 

池
島
町 

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
県
営 

竪
野 

住
吉 

高
樋 

竪
野 

－ 

松
原
下 

参
万
円 

伍
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

弐
万
円 

参
万
円 

 

－ 

弐
万
円 

壱
万
円 

有
村
博
幸 

田
中
穂
積 

伊
尻
伸
博 

永
谷
エ
ミ
子 

有
村
ス
ナ 

田
中
キ
ク
ノ 

伊
尻
フ
ミ
子 

永
谷
重
信 

中
野 

向
江
町 

西
諏
訪 

中
塩
入 

 

－ 

参
万
円 

弐
万
円 

弐
万
円 

一
般
寄
付
（七
月
一
日
～
九
月
三
十
日
） 

寄 

付 

者 

名 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

金 

額 

物
品
寄
付
（七
月
一
日
～
九
月
三
十
日
） 

寄 

付 

者 

名 
 

 
 

 
 

物 

品 
 

 
 

 
 

 
 

数 

量 

株
式
会
社
木
村
商
事 

池
平
忠
志 

車
椅
子 

郵
便
ハ
ガ
キ 

一
台 

壱
千
枚 

立
正
佼
成
会
鹿
児
島
教
会
姶
良
支
部 

 
 

 
 

 
  

八
万
円 

指
宿
ミ
カ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 

弐
万
円 

姶
良
市
ゴ
ル
フ
協
会 

 
 

 
 

  
 
 

参
万
弐
千
九
百
四
拾
円 

立正佼成会鹿児島教会 

姶良支部 

株式会社木村商事 

姶良市ゴルフ協会 
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地
域
で
集
め
た
募
金
は 

集
め
た
地
域
で
使
わ
れ
て
い
ま
す 

 

 
 

    

 

 

 

 

 

 

 

自治会を通じて各家庭へ募金

を呼びかけます。 

街角や人の集まる場所で募金

を呼びかけます。 

企業や商店を訪問して寄付を

お願いします。 

職場の従業員の方々に募金を

お願いします。 

学校において児童・生徒のみな

さんに募金を呼びかけます。 

地域のイベントに参加して募

金を呼びかけます。 

募金箱設置や個人・団体に寄付

をお願いします。  

共同募金運動は、募金ボランティアを

はじめ、自治会や企業、店舗など、たく

さんの方々の協力により実施されていま

す。 

募金総額 １０，６６７，０９０円 

内訳                

戸別募金  ７，２２０，９２１円 

街頭募金    ７７６，１４８円 

法人募金    ９４５，５００円 

職域募金    １６７，３７３円 

学校募金    ２４３，９２２円 

イベント募金  ４３４，２２６円 

その他     ８７９，０００円 

共同募金は、次のような方法で募金活動を

実施しています。 

今
年
も
10
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
を
募
金
期
間
と
し
て
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
」
が
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

姶
良
市
に
お
い
て
も
数
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
募
金
運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。 

市
民
の
み
な
さ
ん
の
心
温
ま
る
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

大
規
模
な
災
害
が
起
こ
っ
た
際
の
備

え
と
し
て
、
各
都
道
府
県
の
共
同
募
金

会
で
は
、
募
金
額
の
一
部
を
「
災
害
等

準
備
金
」
と
し
て
積
み
立
て
て
い
ま
す
。

災
害
等
準
備
金
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
動
支
援
な
ど
、
被
災
地
を
応
援

す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

共
同
募
金
は 

被
災
地
支
援
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す 

 
 

姶
良
市
内
で
集
ま
っ
た
募
金
の
約

61
％
は
、
募
金
を
い
た
だ
い
た
地
域
で

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
残
り
の
約
39
％
は
、

主
に
鹿
児
島
県
内
の
広
域
的
な
福
祉
活

動
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
共
同
募
金
は
、

寄
付
し
た
方
々
の
地
域
で
活
き
る
寄
付

金
で
す
。 


